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祝 会津坂下町初の令和ボーイ
　当町に令和初の元気な男の子が誕生しま
した。「令和ボーイとご家族の皆さまがたく
さんの希望で満ち溢れますように !!」
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元
年　

新
宿
高
田
馬
場
で
大
俵
引
き

２
年　

会
津
西
部
斎
苑
完
成

３
年　

鶴
沼
球
場
オ
ー
プ
ン

埼
玉
県
北
本
市
と
姉
妹
都
市
提
携

４
年　

磐
越
自
動
車
道
開
通

（
猪
苗
代
磐
梯
―
坂
下
）

６
年　

湯
ト
ピ
ア
ば
ん
げ
（
現
糸
桜
里
の
湯

ば
ん
げ
）・
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

７
年　

福
島
国
体
秋
季
大
会
綱
引
競
技

開
催

８
年　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

　
　
　

安
兵
衛
通
り
開
通

９
年　

全
地
区
で
資
源
ご
み
の
分
別
収

集
開
始

11
年　

地
域
振
興
券
交
付

12
年　

町
内
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
導
入

13
年　

ば
ん
げ
保
育
所
新
園
舎
完
成

14
年　

坂
下
南
幹
線
・
農
免
農
道
八
日

沢
線
開
通

15
年　

坂
下
一
中
合
唱
部
全
国
大
会
で

金
賞

16
年

豪
雨
災
害
（
総
雨
量
１
９
２
㎜
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
で
大
賞

（
第
１
位
）

17
年　

第
７
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
綱
引

き
選
手
権
大
会
若
宮
ス
ピ
リ
ッ

ツ
優
勝

東
西
の
土
地
区
画
整
理
や
安
兵
衛
通
り
・
中

村
線
・
南
幹
線
が
開
通
し
、
町
内
移
動
の
際
の

利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
中
で
も
南

幹
線
は
大
型
輸
送
車
の
迂
回
路
と
し
て
、
歩
行

者
の
多
い
役
場
前
通
り
の
安
全
確
保
の
一
端
を

担
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園

の
鶴
沼
球
場
・
町
民
プ
ー
ル
な
ど
や
糸
桜
里
の

湯
ば
ん
げ
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
整
備
さ
れ
、
福

利
厚
生
も
進
み
、
平
成
前
期
は
こ
う
し
た
設
備

面
で
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
１
日
、
時
代
は
令
和
を
迎
え
、
平
成
は
30
年
と
４
か
月
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
30
年
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
写
真
と
と
も
に
、
記
憶
に
残
る
会
津
坂
下
町
の
平
成
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
加
速

会
津
坂
下
町
平
成
ニ
ュ
ー
ス

―
令
和
を
迎
え
て

坂
下
の
平
成
を
振
り
返
る
Look Back to
The Aizubange
 town

平
成
前
期

平成元年の役場前通り（旧ライヴァン通り）　ネオンアーチが懐かしい

ネオンアーチが撤去された令和元年の役場前通り　
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18
年　

会
青
橋
完
成

　
　
　

坂
本
分
校
休
校
・
分
園
休
園

19
年　

陣
が
峯
城
跡
国
指
定
史
跡
に

20
年　

川
西
・
八
幡
・
片
門
小
学
校
・

幼
稚
園
が
坂
下
小
学
校
・
幼
稚

園
に
統
合

町
道
中
村
線
開
通

早
乙
女
踊
り
復
活

22
年　

金
銀
交
流
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン

23
年　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成

東
日
本
大
震
災
発
生

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
発
生　

片
門
地
区
避
難
勧
告
・
床
上
浸
水

24
年　

第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
が

統
合
「
坂
下
中
学
校
」
へ

25
年　

坂
下
・
金
上
・
広
瀬
小
学
校
・

幼
稚
園
が
閉
校
閉
園
、
坂
下
南

小
学
校
・
幼
稚
園
、
坂
下
東
小

学
校
・
幼
稚
園
が
開
校
開
園

坂
下
東
幼
稚
園
新
園
舎
完
成

坂
下
羽
林
線
開
通

26
年　

道
の
駅
あ
い
づ　

湯
川
・
会
津

坂
下
オ
ー
プ
ン

27
年　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

　
　
　

会
津
坂
下
町
60
周
年

28
年　

坂
下
南
幼
稚
園
新
園
舎
完
成

29
年　

タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
で
会
津
み

し
ら
ず
柿
販
売
（
震
災
後
6
年

ぶ
り
）

30
年　

Ｃ
Ｍ
大
賞
で
福
島
県
知
事
賞

（
第
２
位
）

31
年　

４
月
30
日
に
平
成
が
幕
を
下
ろ

す

就
業
構
造
状
況
や
家
族
形
態
も
30
年
間
で
大

き
く
変
化
し
、
当
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小
化
が
進

み
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
で
は
、
体
操
教
室
な
ど
の

高
齢
者
支
援
の
他
、
少
子
化
に
よ
り
統
合
し
た

幼
稚
園
児
・
小
中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
積
極
的

平
成
年
間
は
都
市
計
画
・
施
設
整
備
に
よ
り

発
展
し
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
30
年
間

で
し
た
。

令
和
は
よ
り
地
域
の
絆
を
求
め
ら
れ
る
時
代

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
津
坂
下
町
は
こ
れ

ま
で
整
備
し
た
設
備
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
を

目
指
し
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
顕
著
に

目
指
す
は

「
坂
下
よ
い
と
こ
住
み
よ
い
と
こ
ろ
」

な
ケ
ア
を
行
い
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
町
を
目

指
し
、
人
口
減
少
抑
制

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

各
地
区
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
力
を
注
い
だ
平
成
後

期
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
後
期

そ
し
て
令
和
へ
―

平成に登場したスターたち

平成のソウルフード

町
を
見
守
り
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
の

代
表
と
し
て
、
葊ひ

ろ
か
わ川 

好よ
し
い
ち一

さ
ん
（
舟
渡
）
に
伺
い
ま
し
た
。

平成13年、公募によ
り生まれた町キャラク
ター・バンビィが町内
外のイベントや小学校
運動会でひっぱりだこ
となりました。 葊川　好一さん

郵便局に勤める傍らスポーツ
少年団で36年間サッカーなど
を教える。退職後、高寺コミュ
ニティセンター長や会津坂下町
統計調査員協議会副会長を歴
任し、現在は民生委員副会長
を務められています。

と
に
か
く
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー
も
卓
球
も
何

で
も
教
え
て
い
ま
し
た
。
今
も
昔
も
努
力

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
変
わ
り
ま
せ
ん

ね
。私

の
住
む
高
寺
地
区
で
は
、
片
門
小
学

校
が
閉
校
し
て
か
ら
灯
火
が
消
え
た
よ
う

町内８店舗で食べられる、町民のソウル
フード「冷やしラーメン」。平成時代にはそ
の洗練された美味しさから全国からラーメ

ンファンが訪れる
ほど有名になりま
した。

←写真は昭和27
年から食べられ
ている食堂い
しやまの冷やし
ラーメン

当初謎のヒーローと
してネットやメディアを
賑わせていたタワライ
ガー。平成28年に町公
認ヒーローとなり、子ど
もたちに夢を与え続けて
います。

バンビィ

タワライガー

な
気
が
し
て
寂
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

し
て
か
ら
は
少
し
は
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
も
あ
る
か
な
。
そ
の
後
、
平
成
23

年
に
は
新
潟・福
島
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、

高
寺
地
区
の
一
部
で
は
床
上
浸
水
に
な
り

ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
、
杉
山
・
窪

倉
地
区
に
避
難
し
ま
し
た
。
平
成
時
代
は

助
け
合
い
や
普
段

か
ら
の
地
域
の
絆

の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
時
代
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

これからの
町行政に望むこと
「協働」によるまち
づくりをさらに発展
させてほしい。

平成
とて

の
っ
に私




